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３月７日、各中学校で卒業式が行われました。
第一中学校では、先生や保護者、在校生から祝福を受けた卒業生 88 人を代表
して、門馬直哉さんが中学校生活の思い出、先生や両親への感謝の言葉ととも
に「どんな困難にも負けず、この３年間で培った気高く　やさしく　たくまし
くの誠意を胸に希望の未来を羽ばたいていきます」と力強く答辞を述べました。

卒業 ～新たな道へ～

今月の主な内容

● 特集 
　平成 27 年度　施政方針･予算 ・・・・・・・・・・2
● まちの話題
　町内各所で卒業式 ほか  ・・・・・・・・・・・・・・6
● まちのスポーツ
　村田町バスケットボール大会 ほか　・・・・・・・８



◆
ひ
と
を
育
て
る
心
豊
か
な

　
ま
ち
づ
く
り

　
社
会
・
経
済
の
急
激
な
変
化
や
社
会
の

成
熟
に
伴
い
、
幅
広
い
年
代
の
人
々
に
「
学

ぶ
」
こ
と
へ
の
意
欲
が
高
ま
っ
て
き
て
い

ま
す
。
幼
稚
園
教
育
及
び
学
校
教
育
に
つ

き
ま
し
て
は
、
地
域
社
会
の
現
状
や
教
育

を
取
り
巻
く
環
境
を
見
据
え
、
幼
児
、
児

童
生
徒
に
「
社
会
を
生
き
抜
く
力
」
を
身

に
つ
け
さ
せ
る
と
と
も
に
、
自
己
実
現
を

図
り
な
が
ら
地
域
社
会
の
発
展
を
担
う
人

づ
く
り
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　「
社
会
を
生
き
抜
く
力
」
を
育
む
上
で
、

学
力
は
重
要
で
す
。
一
人
一
人
の
意
欲
を

高
め
な
が
ら
、
将
来
の
夢
の
実
現
に
必
要

な
基
礎
学
力
の
定
着
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　
教
育
環
境
の
整
備
で
は
、
既
存
施
設
の

計
画
的
な
補
修
を
行
う
と
と
も
に
、
平
成

二
十
七
年
度
第
二
学
期
か
ら
は
、「
子
ど
も

た
ち
の
笑
顔
が
広
が
る
お
い
し
い
学
校
給

食
」
を
基
本
理
念
と
し
た
、
新
し
い
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
の
運
営
を
開
始
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
文
化
財
保
護
に
つ
き
ま
し
て
は
、

昨
年
「
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
」

に
選
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
今
年
度
か

ら
地
区
内
の
所
有
者
に
よ
る
建
造
物
等
の

修
理
・
修
景
事
業
を
支
援
し
、
先
人
の
残

し
た
文
化
的
遺
産
の
継
承
、
保
護
と
活
用

を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
被
災
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
再
興
事
業
に
よ
り
建
設
し
た
収
蔵
庫

の
完
成
に
よ
り
、
震
災
で
被
災
し
た
歴
史

的
資
料
の
更
な
る
整
理
・
保
存
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

◆
健
康
で
共
に
支
え
合
う
福
祉
の

　
ま
ち
づ
く
り

　
地
域
の
中
で
子
供
か
ら
高
齢
者
ま
で
、

す
べ
て
の
人
の
健
康
は
活
力
あ
る
町
づ
く

り
の
基
盤
と
な
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
本

格
的
な
少
子
高
齢
化
社
会
の
中
で
、
要
介

護
認
定
率
や
、
社
会
保
障
費
に
占
め
る
医

療
費
割
合
が
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
も
、
地
域
で
暮
ら
す
様
々
な

主
体
が
連
携
・
協
働
し
て
、
高
齢
者
や
障

が
い
者
、
子
育
て
を
見
守
り
、
支
援
し
て

い
く
こ
と
が
で
き
る
体
制
づ
く
り
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　
特
に
、
地
域
福
祉
に
つ
き
ま
し
て
は
、

村
田
町
社
会
福
祉
協
議
会
や
民
生
委
員
な

ど
関
係
団
体
等
と
相
互
に
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
す
べ
て
の
人
々
が
地
域
で
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
よ
う
体
制
整
備
に
も
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
福
祉
施
設
等
建

設
工
事
に
着
手
し
、
平
成
二
十
八
年
三
月

の
竣
工
を
目
指
し
ま
す
。

　
子
育
て
支
援
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
年

四
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
新
制
度
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
の
策
定

や
支
給
認
定
な
ど
の
準
備
を
進
め
て
ま
い

り
ま
し
た
が
、
適
正
な
制
度
運
用
に
つ
い

て
取
り
組
み
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
少
子
化
対
策
、
多
子
世
帯
支
援

策
と
し
て
第
三
子
以
降
園
児
に
係
る
保
育

料
等
の
軽
減
の
た
め
月
額
五
千
円
の
助
成

を
行
い
ま
す
。

◆
ま
ち
ご
と
元
気
な
産
業
づ
く
り

　
産
業
の
活
性
化
、
ま
ち
の
賑
わ
い
の
創

出
は
本
町
の
復
興
及
び
持
続
的
発
展
に
は

欠
か
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
本
町
の
特

徴
や
強
み
を
活
か
し
な
が
ら
、
町
内
事
業

者
が
事
業
活
動
に
集
中
で
き
る
環
境
づ
く

り
や
企
業
の
誘
致
活
動
を
進
め
、
地
域
経

済
の
活
性
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
農
林
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
今
後
、

国
の
農
業
施
策
が
大
き
く
変
更
さ
れ
る
こ

と
を
踏
ま
え
、
関
係
機
関
と
と
も
に
本
町

農
業
に
つ
い
て
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
商
工
団
体
の
活
動
支
援
を
行
う

と
と
も
に
、
国
の
「
地
域
活
性
化
・
地
域

住
民
生
活
等
緊
急
支
援
交
付
金
」
を
活
用

し
た
消
費
喚
起
に
直
接
効
果
を
も
た
ら
す

割
増
商
品
券
の
発
行
な
ど
、
地
元
商
業
者

等
を
中
心
と
し
た
組
織
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
賑
わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
努

め
ま
す
。

　
さ
ら
に
は
、
本
町
が
持
つ
多
様
な
魅
力

や
観
光
資
源
を
発
掘
し
て
、
人
が
集
ま
り

活
気
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た

め
、
蔵
の
町
並
み
や
恵
ま
れ
た
自
然
を
活

か
し
た
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
、
お
も
て

な
し
の
心
で
お
客
様
を
お
迎
え
す
る
な
ど
、

2

施政方針平成27年度

　村田町議会３月定例会で、佐藤町長は「長期総合計画に掲げ
た本町に住む人が主役となる『暮らす人が創るまち』を目指し、
『ひとを育てる心豊かなまちづくり』、『健康で共に支え合う福
祉のまちづくり』、『まちごと元気な産業づくり』、『安全・安心
で快適に暮らせる生活基盤づくり』、『自然豊かなまちづくり』、
『みんなで創るまちづくり』の６つの分野の取り組みを確実に
実行することにより、『これからも住み続けたい』と実感でき
るまちづくりを町民の皆さまとともに進めてまいります」と述
べ、平成 27年度の施政方針を表明しました。

● 

分
野
別
主
要
施
策 

●
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観
光
の
振
興
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
安
全
・
安
心
で
快
適
に
暮
ら
せ
る

　
生
活
基
盤
づ
く
り

　
こ
れ
ま
で
経
験
の
な
か
っ
た
大
雪
、
豪

雨
、
台
風
、
噴
火
な
ど
の
自
然
災
害
が
発

生
し
、
地
域
の
安
全
に
対
し
警
鐘
が
鳴
ら

さ
れ
ま
し
た
。
災
害
に
備
え
る
た
め
の
防

災
、
減
災
の
力
を
高
め
る
こ
と
で
安
全
・

安
心
な
生
活
基
盤
を
つ
く
り
ま
す
。

　
快
適
な
住
環
境
の
確
保
は
、
暮
ら
し
や

す
い
ま
ち
づ
く
り
と
し
て
定
住
に
も
繋
が

る
重
要
な
要
素
で
あ
り
、
中
長
期
的
な
視

点
に
よ
る
生
活
基
盤
づ
く
り
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　
地
震
対
策
と
し
て
木
造
住
宅
耐
震
診
断

の
普
及
啓
発
を
行
な
う
と
と
も
に
、
耐
震

診
断
の
結
果
、
改
修
工
事
が
必
要
と
診
断

さ
れ
た
住
宅
に
つ
い
て
助
成
を
行
な
い
、

耐
震
改
修
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

　
道
路
・
交
通
網
の
整
備
で
は
、
町
道
二

丁
町
線
を
新
規
に
着
手
す
る
ほ
か
、
町
道

迫
線
・
簡
易
パ
ー
キ
ン
グ
事
業
、
町
道
松

山
寺
線
と
町
道
日
照
田
天
沼
線
の
改
良
工

事
を
継
続
し
ま
す
。
ま
た
、
公
共
交
通
の

整
備
に
お
い
て
は
、
昨
年
十
月
よ
り
運
行

開
始
し
た
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
を
、

「
地
域
の
足
」
と
し
て
多
く
の
町
民
の
方
々

に
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　
防
災
体
制
の
整
備
・
促
進
に
つ
き
ま
し

て
は
、
近
年
全
国
各
地
で
多
種
多
様
な
災

害
が
発
生
し
て
お
り
、
そ
の
時
々
の
状
況

に
応
じ
た
迅
速
か
つ
的
確
に
対
応
す
る
能

力
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
た
め

本
町
に
お
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
ら
に
対
応

す
べ
く
改
定
し
た
新
地
域
防
災
計
画
に
基

づ
き
関
係
機
関
等
と
連
携
し
防
災
体
制
の

強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
全
行
政
区
単
位

で
の
自
主
防
災
組
織
づ
く
り
を
継
続
的
に

推
進
し
、「
自
助
」「
共
助
」
「
公
助
」
に
よ

る
住
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
防
災
体
制

の
整
備
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
は
、
高
齢
者
と
子
ど
も
の
交
通

事
故
防
止
に
努
め
る
と
と
も
に
、
後
を
絶

た
な
い
飲
酒
運
転
の
根
絶
に
向
け
、
関
係

機
関
と
連
携
し
啓
発
活
動
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
犯
罪
の
な
い
明
る
く

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、

安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
基
本
計
画
に
基

づ
き
、
防
犯
協
会
の
再
編
を
行
い
、
地
域

住
民
の
犯
罪
に
関
す
る
知
識
の
普
及
と
団

体
な
ど
の
育
成
・
強
化
の
支
援
を
積
極
的

に
進
め
、
犯
罪
の
未
然
防
止
に
努
め
ま
す
。

◆
自
然
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り

　
本
町
の
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
は
貴
重
な

財
産
で
あ
り
、
こ
の
す
ば
ら
し
い
環
境
資

源
を
次
世
代
に
継
承
し
て
い
く
こ
と
が
肝

要
で
あ
り
ま
す
。
森
林
環
境
の
適
正
な
整

備
や
保
全
に
努
め
、
地
球
温
暖
化
の
防
止

等
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
原
発
事
故
に
よ
る
放
射
能
対
策
に
つ
き

ま
し
て
は
、
依
然
と
し
て
放
射
能
汚
染
に
対

す
る
不
安
が
完
全
に
払
拭
さ
れ
た
状
況
に
は

至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
町
民
の
不
安
解
消
と

安
全
・
安
心
を
確
保
す
る
た
め
、
今
後
も
町

内
に
お
け
る
空
間
放
射
線
量
の
測
定
と
農
作

物
や
給
食
用
食
材
な
ど
の
簡
易
測
定
を
継
続

し
て
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
再
生
可
能
及
び
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
利
用
促
進
を
図
り
な
が
ら
、
引
き
続
き

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
者
へ

の
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
快
適
な
生
活
環
境
を
維
持
増
進
す
る
た

め
、
環
境
衛
生
組
合
活
動
の
支
援
を
行
う

と
と
も
に
地
域
の
皆
さ
ま
の
協
力
も
頂
き

な
が
ら
、
美
化
活
動
や
不
法
投
棄
防
止
対

策
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
町
内
で
発

生
す
る
ゴ
ミ
の
分
別
の
細
分
化
と
徹
底
に

よ
り
資
源
化
率
を
高
め
、
町
民
及
び
事
業

所
等
と
の
連
携
を
深
め
な
が
ら
、
環
境
へ

の
負
荷
の
少
な
い
資
源
循
環
型
社
会
構
築

に
向
け
て
、
発
生
抑
制
、
再
利
用
、
再
使

用
な
ど
の
推
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
み
ん
な
で
創
る
ま
ち
づ
く
り

　
住
民
み
ん
な
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
で
は
、「
み

ん
な
で
育
て
る
自
分
た
ち
の
ま
ち
村
田
」
の

具
現
化
を
目
指
し
、
住
民
提
案
実
施
型
に
よ
る

各
地
域
で
の
主
体
的
な
活
動
の
支
援
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
行
政
主
体
に

よ
る
サ
ー
ビ
ス
供
給
の
仕
組
み
か
ら
、
行
政

が
適
切
な
役
割
を
果
た
し
な
が
ら
、
地
域
に

お
け
る
多
様
な
主
体
が
そ
れ
ぞ
れ
の
特
長
を

活
か
し
て
地
域
力
を
涵か
ん

養よ
う

し
、
地
域
資
源
と

住
民
力
を
重
ね
合
わ
せ
た
、
住
民
協
働
に
よ

る
「
新
し
い
公
共
」
の
構
築
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
町
内
に
豊
富
に
散

在
し
て
い
る
地
域
資
源
と
活
動
団
体
を
有
効

に
結
び
つ
け
、
魅
力
豊
か
な
地
域
活
性
化
を

図
る
た
め
に
官
民
連
携
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

推
進
事
業
も
併
せ
て
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
全
国
的
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
人
口
減

少
は
本
町
で
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

少
子
高
齢
化
に
加
え
、
人
口
流
出
に
よ
る

人
口
減
少
に
い
ち
早
く
対
応
す
る
た
め
、

定
住
促
進
・
少
子
化
対
策
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
中
で
も
、
結
婚

支
援
へ
向
け
た
セ
ミ
ナ
ー
や
事
業
を
開
催

し
、
本
町
に
定
住
す
る
意
思
を
持
た
れ
た

世
帯
や
子
育
て
世
帯
に
対
し
「
村
田
町
定

住
促
進
事
業
補
助
金
」
制
度
に
よ
り
、
新

た
な
住
宅
取
得
の
支
援
を
行
う
と
と
も
に

雇
用
促
進
住
宅
村
田
宿
舎
を
定
住
促
進
住

宅
と
し
て
本
年
度
中
の
購
入
に
向
け
て
事

務
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
空

き
家
対
策
と
し
て
の
体
制
整
備
を
図
り
、

適
正
管
理
は
も
と
よ
り
移
住
促
進
に
つ
な

が
る
よ
う
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
に
代
表
さ
れ

る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
し
、
本
町
の
持
つ
歴
史

や
風
景
を
は
じ
め
、
地
域
で
の
イ
ベ
ン
ト

や
お
祭
り
な
ど
住
民
の
元
気
な
活
動
等
を
、

日
本
国
内
に
と
ど
ま
ら
ず
広
く
世
界
へ
向

け
て
発
信
し
、
村
田
町
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を

高
め
て
い
く
積
極
的
な
情
報
発
信
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。
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『
み
ん
な
で
育
て
る
自
分

 
た
ち
の
ま
ち 

村
田
』の

 
実
現
に
向
け
て
─
─
─

57億
3,667万円

歳 入
地方交付税

19億円8,800万円
（34.7％）

依存財源その他
9,290万円
（1.6％）

自主財源その他
2億4,869万円
（4.4％）地方消費税交付金

1億9,000万円
（3.3％）

国庫支出金
5億6,883万円
（9.9％）

繰入金
4億1,930万円
（7.3％）

町　債
4億6,190万円
（8.0％）

町　税
13億4,051万円
（23.4％）

県支出金
4億2,654万円
（7.4％）

　３月３日から 12 日まで

開催された村田町議会定例

会において、平成 27 年度

予算が可決されました。

　平成 27 年度予算につい

ては、国の予算や地方財政

計画、経済情勢などを勘案

し、真に必要な事業を重点

化するとともに学校給食セ

ンター関連事業、重要伝統

的建造物群保存地区事業及

び福祉施設等建設事業に重

点を置いた予算編成としま

した。

　一般会計予算の総額は、

57億 3,667万円で、前年度

と比較して３億 9,298 万円

（6.4％）の減となりました。

　また、国民健康保険事業

や水道事業などの特別会計、

企業会計の予算総額は、39

億 6,357 万円で、前年度と

比較して２億 9,115 万円

（7.9％）の増となりました。

 平成27年度  村田町一般会計当初予算・各種会計予算

●会計別予算額

一般会計 57億3,667万円

特別会計 33億1,958万円

企業会計 6億4,399万円

合　　計 97億     24万円

 一般会計 
　福祉や教育、消防など、町の基本的な事業を運営する

ための会計です。

 特別会計  ・  企業会計 
　一般会計予算とは別に、あらかじめ用途が決められた

５つの特別会計と２つの企業会計があります。
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57億
3,667万円

歳 出

労働費　　854万円 （0.1％）
商工費　　7,472万円 （1.3％）
災害復旧費　10万円 （0.0％）
予備費　　100万円 （0.0％）

議会費
1億220万円
（1.8％）

総務費
8億6,091万円
（15.0％）

公債費
7億8,318万円
（13.7%）

教育費
6億8,636万円
（12.0％）

民生費
13億9,667万円
（24．3％）

消防費
1億9,410万円
（3.4％）

土木費
5億7,468万円
（10.0％）

農林水産業費
2億2,310万円
（3.9％）

衛生費
8億3,111万円
（14.5％）

「57億3,667万円」
●一 般 会 計

●町民１人当たりに
　使われるお金 493,350円

防犯対策や交通安
全、戸籍、徴税など

74,037円

道路、河川などの維
持管理

49,422円

各種健診、し尿処理、
ごみ処理など

71,475円

社会福祉や子育て
支援など

120,113円

幼稚園、小中学校、
社会教育など

59,027円

議会や観光、商工業
の振興など

16,044円

消防や農業、林業の
振興など

35,879円

借り入れたお金（町
債）の返済

67,353円

※町民1人当たり

の計算は、平成

27年2月末日

の人口11,628

人を基にして

います。

防犯対策や交通安
全、戸籍、徴税など

暮らしのどんなところに
使われているの ?



陽
光
発
電
設
備
が
完
成
し
ま
し
た

内
各
所
で
卒
業
式

太

町

　
昨
年
九
月
か
ら
進
め
て
い
た
役
場
西
庁
舎
、
東

庁
舎
、
村
田
小
学
校
の
三
施
設
の
太
陽
光
発
電
設

備
工
事
が
完
了
し
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
県
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
等

導
入
補
助
金
事
業
を
活
用
し
、
地
域
の
防
災
拠
点

施
設
に
お
い
て
災
害
時
等
に
必
要
と
さ
れ
る
機
能

を
維
持
す
る
た
め
整
備
し
た
も
の
で
す
。

　
東
日
本
大
震
災
の
検
証
を
踏
ま
え
災
害
へ
の
備

え
を
強
化
す
る
た
め
、
平
常
時
は
照
明
器
等
に
使

用
し
、
停
電
時
は
蓄
電
し
た
電
気
を
各
施
設
に
供

給
す
る
も
の
で
す
。
電
力
使
用
量
を
削
減
し
、
二

酸
化
炭
素
を
排
出
し
な
い
こ
と
か
ら
地
球
温
暖
化

防
止
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
春
の
訪
れ
と
と
も
に
、
町
内
の
各
小
・
中
学
校
、

幼
稚
園
、
保
育
所
で
卒
業
式
、
修
了
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
三
月
十
七
日
、
村
田
幼
稚
園
で
は
四
十
五
名
の

園
児
が
修
了
式
を
迎
え
ま
し
た
。
修
了
証
書
が
園

児
一
人
一
人
に
手
渡
さ
れ
る
と
、「
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
」
と
元
気
よ
く
あ
い
さ
つ
を
し
て
、
修

了
証
書
を
受
け
取
っ
て
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
修
了
園
児
は
、
三
年
保
育
が
ス
タ
ー
ト

し
た
年
（
平
成
二
十
四
年
）
に
入
園
し
た
園
児
た

ち
で
、
式
に
参
加
し
た
保
護
者
た
ち
は
、
立
派
に

成
長
し
た
我
が
子
の
姿
を
見
て
、
三
年
間
の
成
長

の
様
子
を
思
い
出
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

　
三
月
十
九
日
に
は
、
村
田
第
二
小
学
校
で

二
十
一
名
の
生
徒
が
卒
業
式
を
迎
え
、
卒
業
生
一

人
一
人
が
壇
上
で
将
来
の
夢
や
中
学
校
生
活
で
の

目
標
を
立
派
に
発
表
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
お
世
話
に
な
っ
た
先
生
や
共
に
過
ご

し
た
在
校
生
、
地
域
の
方
々
、
そ
し
て
家
族
に
感

謝
と
お
別
れ
の
言
葉
を
述
べ
、
六
年
間
の
思
い
出

が
た
く
さ
ん
詰
ま
っ
た
学
び
舎
を
後
に
し
ま
し

た
。

66

◀
発
電
量
表
示
モ
ニ
タ
ー

▶
太
陽
光
パ
ネ
ル

　(

村
田
小
学
校)

▲村田第二小学校

▲村田幼稚園
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年
恒
例
「
む
ら
た
サ
イ
エ
ン
ス
ク

ラ
ブ
」

毎　
今
年
度
も
小
学
生
と
保
護
者
を
対
象
に
、「
む

ら
た
サ
イ
エ
ン
ス
ク
ラ
ブ
」
を
三
回
開
催
し
ま
し

た
。

　
こ
の
事
業
は
、
科
学
の
不
思
議
に
つ
い
て
創
作

活
動
を
と
お
し
て
楽
し
く
学
べ
る
内
容
と
な
っ
て

い
ま
す
。
講
師
に
は
東
北
福
祉
大
学
教
授
の
小
石

川
秀
一
先
生
を
迎
え
、
丁
寧
で
わ
か
り
や
す
い
説

明
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
一
回
目
は
前
後
に
走
る
モ
ー
タ
ー
カ
ー
、
二
回

目
は
鏡
を
使
っ
た
貯
金
箱
、
三
回
目
は
七
色
に
変

色
す
る
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
使
っ
た
飾
り
物
づ
く
り
を
行
い

ま
し
た
。

　
三
回
の
開
催
で
延
べ
八
十
五
名
の
参
加
が
あ
り

ま
し
た
。
参
加
者
は
友
達
同
士
や
親
子
で
交
流
を

深
め
な
が
ら
、
思
い
思
い
に
自
分
だ
け
の
作
品
づ

く
り
を
行
い
、
貴
重
な
経
験
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

ら
た
っ
子
応
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等

研
修
会

庭
教
育
学
級
　
～
村
田
幼
稚
園
～

む

家　
二
月
二
十
六
日
、
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル
を

会
場
に
、
家
庭
教
育
学
級
を
開
催
し
、
保
護
者

四
十
五
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
テ
ー
マ
を
「
子
育
て
パ
パ
・
マ
マ
の
き
ら
☆
活

〜
み
つ
け
よ
う
！
あ
な
た
の
子
育
て
ス
タ
イ
ル

〜
」
と
し
、
自
分
の
子
育
て
を
見
つ
め
な
お
す
機

会
や
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
確
立
を
ね

ら
い
と
し
ま
し
た
。
講
師
の
仙
台
市
子
育
て
ふ
れ

あ
い
プ
ラ
ザ
館
長
で
あ
る
伊
藤
仟
佐
子
氏
か
ら
、

子
ど
も
が
育
つ
力
を
信
じ
る
こ
と
、
家
族
み
ん

な
で
子
育
て
に
か
か
わ
る
こ
と
の
大
切
さ
に
つ
い

て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

で
は
、
参
加
者
同
士
が
様
々
な
意
見
を
交
換
し
て

い
ま
し
た
。「
自
分
の
存
在
も
大
切
に
し
な
が
ら
、

楽
し
く
子
育
て
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
伊
藤
氏
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
印
象
的
で
し
た
。

　
二
月
二
十
三
日
、
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル
に
て
、

む
ら
た
っ
子
応
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
研
修
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　
事
例
発
表
で
は
、
村
田
小
学
校
山
下
主
幹
教

諭
、
村
田
第
二
中
学
校
藤
原
教
諭
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
々
の
支
援
が
子
ど
も
た
ち
の
学
び
に
も
た

ら
す
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
お
話
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
支
援
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
々
に
感
謝
の
思
い
を
伝
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
佐
山
芳
照
氏
に
は

主
に
農
作
物
栽
培
活
動
を
、
小
原
美
和
氏
に
は
本

の
読
み
聞
か
せ
に
つ
い
て
活
動
紹
介
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
意
見
交
換
会
で
は
、
活
動
を
通
し
た
不
安
や
悩

み
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
共
有
す
る
こ
と

が
で
き
有
意
義
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

▲講師の伊藤先生から的確なアドバイス

▲ボランティアの思いを伝える佐山氏

▲上手にできたよ!!
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成
二
十
六
年
度
仙
南
地
域
広
域
文
化
祭

第
三
十
一
回
仙
南
長
持
唄
大
会

の
火
災
予
防
運
動

平春
　
三
月
十
五
日
、
村
田

町
中
央
公
民
館
を
会
場

に
「
仙
南
長
持
唄
大
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
仙
南
地
域
共
通
の
文

化
遺
産
で
あ
る
祝
い
唄

「
仙
南
長
持
唄
」
を
二
市

六
町
か
ら
七
十
四
名
の

方
が
参
加
し
、
自
慢
の

の
ど
を
競
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
郷
土
芸
能
や
民
謡
、
日
本
舞
踊
も
披
露

さ
れ
、
多
く
の
方
が
来
場
さ
れ
盛
況
に
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
三
月
一
日
か
ら
七
日

ま
で
の
一
週
間
、「
春
の

火
災
予
防
運
動
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
二
日
に
は
、
各
幼
稚

園
と
保
育
所
の
幼
年
消

防
ク
ラ
ブ
（
園
児
）
が

防
火
パ
レ
ー
ド
を
行
い
、

「
火
の
用
心
！
戸
締
り
用

心
！
火
の
用
心
！
」
と

寒
い
中
、
元
気
の
い
い
掛
け
声
で
町
内
に
火
災
予

防
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

●
村
田
町
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
二
月
一
日
、
村
田
第
一
中
学
校
体
育
館
を
会

場
に
、
平
成
二
十
六
年
度
第
三
十
回
村
田
町
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
に
は
、
町
内
外
か
ら
十
一
チ
ー
ム

（
百
九
名
）
が
参
加
し
、
迫
力
あ
る
試
合
が
展
開

さ
れ
た
ほ
か
、
フ
リ
ー
ス
ロ
ー
大
会
も
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
（
敬
称
略
）

【
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
】

　
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
　
優
勝	

ｔ
ｅ
ａ
ｍ
　
Ｍ
’ｓ

　
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
　
優
勝	

村
田
高
校
（
男
子
）

　
Ｃ
ブ
ロ
ッ
ク
　
優
勝	

★
Ｍ
’ｓ 

Ｓ
ｔ
ｙ
ｌ
ｅ
★

【
フ
リ
ー
ス
ロ
ー
大
会
】

　
優
　
勝
　
　
　
Ｒ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
Ｓ

　
準
優
勝
　
　
　
★
Ｍ
’ｓ 

Ｓ
ｔ
ｙ
ｌ
ｅ
★

●
村
田
町
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会

　
二
月
十
一
日
、
町
民
体
育
館
で
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー

ツ
交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
交
流
会
は
、
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
と

村
田
町
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
共
催
で

開
催
し
、
小
学
校
低
学
年
か
ら
高
齢
者
ま
で
計

四
十
三
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
は
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま

で
誰
で
も
気
軽
に
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
で
、
カ

ロ
ー
リ
ン
グ
や
エ
ア
ボ
ー
ル
・
ボ
ッ
チ
ャ
な
ど
五

種
目
の
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
初
め
て
経
験
す
る
種
目
の
ス
ポ
ー

ツ
も
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
と
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
の
方
々
の
指
導
に
よ
り
、
楽
し
み
な
が
ら
体

験
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
幅
広
い
年
代
の
方
々

の
参
加
に
よ
り
、
世
代
間
の
交
流
も
図
れ
た
よ

う
で
す
。

▲息を合わせて　ハイッ !
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●
村
田
町
ス
ポ
ー
ツ
振
興
協
会
顕
彰
式

　
二
月
十
九
日
、
町
ス
ポ
ー
ツ
振
興
協
会
主
催
の
「
平

成
二
十
六
年
度
村
田
町
ス
ポ
ー
ツ
振
興
協
会
顕
彰
式
」

が
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
顕
彰
式
は
、
平
成
二
十
六
年
中
に
町
の
ス
ポ
ー

ツ
振
興
に
多
大
な
功
績
の
あ
っ
た
方
々
を
表
彰
し
、
讃

え
た
も
の
で
す
。

　
表
彰
者
と
主
な
功
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

〔
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞
〕

▼
鳥と
り

島し
ま　
　

輝ひ
か
る(

荒
町)

（
柴
田
高
等
学
校
）
〜
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
〜

第
四
十
五
回
宮
城
県
高
等
学
校
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ

ン
グ
競
技
新
人
大
会

男
子
六
十
九
㎏
級
　
　
　
　
優
　
勝

第
三
十
四
回
東
北
高
等
学
校
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン

グ
競
技
選
手
権
大
会

男
子
六
十
二
㎏
級
　
　
　
　
第
六
位

第
六
十
一
回
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
ウ
エ
イ

ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
競
技
選
手
権
大
会

男
子
六
十
二
㎏
級
　
　
　
　
出
　
場

▼
池い
け

田だ　

紀の
り

保や
す

（
千
塚
）

（
大
東
文
化
大
学
）
〜
駅
伝
〜

陸
上
競
技
部
男
子
長
距
離
　
主
　
将

第
九
十
一
回
東
京
箱
根
間
往
復
大
学
駅
伝
競
走

第
九
区
　
区
間
七
位

第
四
十
六
回
全
日
本
駅
伝
対
校
選
手
権
大
会

第
五
区
　
区
間
六
位

▼
髙た
か

野の　

駿は
や

人と

(

蔵
王
町)

（
村
田
第
一
中
学
校
）
〜
柔
道
〜

第
六
十
三
回
宮
城
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会

柔
道
競
技

男
子
七
十
三
㎏
級
　
　
　
　
第
３
位

第
三
十
七
回
東
北
中
学
校
柔
道
大
会

男
子
七
十
三
㎏
級
　
　
　
　
出
　
場

▼
佐さ

藤と
う　

駿し
ゅ
ん

平ぺ
い

（
荒
町
）

（
村
田
第
一
中
学
校
）　
〜
少
林
寺
拳
法
〜

２
０
１
４
年
少
林
寺
拳
法
全
国
大
会

中
学
生
男
子
の
部
　
　
ベ
ス
ト
十
二

●
村
田
町
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
交
流
大
会

　
三
月
十
五
日
、
旧
村

田
第
三
小
学
校
体
育

館
を
会
場
に
、
平
成

二
十
六
年
度
村
田
町
ミ

ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

交
流
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
に
は
、
町

内
外
か
ら
四
チ
ー
ム

（
六
十
五
名
）
が
参
加

し
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。

　
結
果
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。（
敬
称
略
）

【
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
】

　
優
　
勝
　
寺
岡
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
同
好
会

　
準
優
勝
　
村
田
フ
ェ
ロ
ー
ズ
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ク
ラ
ブ

　
善
意
の
寄
附
に
心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。

石
生
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
　
代
表
　
大
平
　
照
子
　
様

　
陶
器
市
参
加
窯
元
陶
器
一
式

（
観
光
案
内
用
と
し
て
・
十
万
円
相
当
）

東
北
機
装
販
賣
株
式
会
社

代
表
取
締
役
　
大
沼
　
正
男
　
様

　
生
ご
み
処
理
機
　
一
機

（
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
用
と
し
て
）

▲受賞された皆さま



　「らくがきコーナー」は、黒色のサインペンや万年筆を使って、はっきりと描いてください。（ペンネーム

だけでなく、住所や氏名、行政区もきちんと書いてね。）「町民文芸」も募集中です。初投稿の方も大歓迎です！

※投稿作品が多い場合や投稿内容によっては、総務課で掲載作品を選ばせていただきます。

（
ら
く
が
き
コ
ー
ナ
ー
）

（
町
民
文
芸
）

総務課　総務班　☎83-2111
保健センター　☎83-2312

 　次号の対象となるのは、平成26年4月、5月生まれのお子さまです。掲
載を希望する場合は、１か月以内に撮影した写真と掲載依頼書を保健セ
ンターの｢１歳児お誕生相談｣の際にお持ちください。直接、役場へ提出さ
れる場合は、5月7日（木）までに総務課へお持ちください。
　なお、自宅での撮影をご希望の方は、4月27日（月）までに総務課へご連
絡ください。撮影にお伺いします。
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▼P.N いたちごっこ
　（菅生下）

　
・
俳
　
　
句

春
近
し
遠
き
あ
の
日
の
赤あ

か

煉れ
ん

瓦が

後
藤
　
信
夫

突
風
に
ハ
ラ
ハ
ラ
ハ
ラ
と
見
て
る
だ
け

忙
し
い
今
日
の
予
定
は
メ
モ
に
し
て

大
友
　
美
恵
子

福
寿
草
庭
に
満
ち
た
る
日
の
匂
い

散
歩
す
る
足
の
も
つ
れ
や
山
笑
ふ

味
噌
搗
き
の
婆
二
人
な
る
腕
ま
く
り

鈴
木
　
恵
子

ネ
コ
ヤ
ナ
ギ
幼
き
頃
の
君
の
顔

萌
黄
里
霞
に
浮
か
ぶ
山
桜

小
林
　
光
正

　
・
短

　
　
歌

あ
の
街
へ
灯
を
と
も
し
ゆ
く
ひ
と
に

天
に
も
勝

ま
さ
る

吊
び
な
舞
う

大
友
　
美
恵
子

　
・
川
　
　
柳

熊く
ま

狩が

り
の
同
じ
話
や
囲い

炉ろ

裏り

端ば
た

後
藤
　
信
夫

頑
張
っ
て
明
る
く
生
き
る
こ
の
辛つ

ら

さ

タ
ケ
マ
ロ

運
動
会
　
公み

ん

な衆
の
前
で
順
位
付ず

け亀
太
郎

裸
婦
像
を
眺な

が

め
る
俺
を
妻
覗み

て
る

蕪
田
　
礼

ダ
イ
エ
ッ
ト
必
要
も
無
い
親
の
脛す

ね暇か

次
郎

恋
文
も
メ
ー
ル
で
済す

ま
す
「
薄う

す

情な
さ

け
」

如
　
風

春
な
の
ね
　
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
が

噴ふ

き
出
す
の

レ
デ
ィ
ー
マ
マ

▲P.N
薄木はるぴょん（関場）

P.Nシュガー（関場）▶

P.Nイャンクック▶
（関場）　



　「らくがきコーナー」は、黒色のサインペンや万年筆を使って、はっきりと描いてください。（ペンネーム

だけでなく、住所や氏名、行政区もきちんと書いてね。）「町民文芸」も募集中です。初投稿の方も大歓迎です！

※投稿作品が多い場合や投稿内容によっては、総務課で掲載作品を選ばせていただきます。

（
ら
く
が
き
コ
ー
ナ
ー
）

（
町
民
文
芸
）

総務課　総務班　☎83-2111
保健センター　☎83-2312

 　次号の対象となるのは、平成26年4月、5月生まれのお子さまです。掲
載を希望する場合は、１か月以内に撮影した写真と掲載依頼書を保健セ
ンターの｢１歳児お誕生相談｣の際にお持ちください。直接、役場へ提出さ
れる場合は、5月7日（木）までに総務課へお持ちください。
　なお、自宅での撮影をご希望の方は、4月27日（月）までに総務課へご連
絡ください。撮影にお伺いします。
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伊
い

藤
と う

　　唯
ゆ い

ちゃん
（保護者：潤・舞希子）千塚

●１歳のお誕生日おめでとう！いつも
笑顔をありがとう！これからも元気に
すくすく育ってね♡

（お父さん・お母さんより）

原
は ら

田
だ

　真
ま

衣
い

ちゃん
（保護者：昌道・美貴）薄木

●これからも、その笑顔でみんなを癒
してね♡

（家族より）

遠
え ん

藤
ど う

　彩
い ろ は

笑ちゃん
（保護者：範夫・宏美）沼辺北

●いつも をありがとう。かわいくて
元気ないろは♡お兄ちゃんはしあわせ
ものです！

（想太お兄ちゃんより）

山
や ま も と

本　悠
は る

眞
ま

くん
（保護者：悠二・美紀）本郷

●１歳おめでとう！これからも、沢山
笑って、遊んで、食べて、大きくなっ
てね♡

（パパ・ママより）

篠
し の

田
だ

　聖
せ

衣
い

ちゃん
（保護者：瑛一郎・祐子）荒町

●みんな聖衣の笑顔にメロメロです。
わが家に生まれてきてくれてありがと
う。大好き。

（父・母・姉・兄より）

草
く さ

野
の

　琉
る

梨
り

愛
あ

ちゃん
（保護者：友綱・利菜）沼辺南

●パパ・ママの所に生まれてきてくれ
てありがとう。元気に成長する事を楽
しみにしてるね♡

（パパ・ママより）



　２月 19 日に行われた３歳６か月児健診で、むし歯がゼロだった
みんなを紹介します。これからも歯を大切にしようね !
　“むし歯ゼロの子”には、むし歯の治療が完了しているお子さん
も含みます。むし歯予防も大切ですが、定期的に歯科健
診を受け、お口の中の状態を知ることも大切です。むし
歯ができてしまったら、早期に治療しましょう。

むし歯むし歯むし歯

渡
わた

邊
なべ

 悠
ゆう

青
せい

くん

（姥ケ懐）

太
おお

田
た

 悠
ゆう

菜
な

ちゃん

（石生）

水
み

戸
と

 花
か

音
のん

ちゃん

（小泉東）

鈴
すず

木
き

 莉
り

夢
む

ちゃん

（本郷）

的
まと

場
ば

 柚
ゆ

衣
い

ちゃん

（足立東）

たか

橋
はし

 幸
こう

大
た

くん

（内町）

小
こ

林
ばやし

 聖
まさ

來
き

くん

（寄井）

関
せき

　 陽
よう

太
た

くん

（小泉東）

宇
う

沼
ぬま

 翔
しょう

馬
ま

くん

（石生）

阿
あ

部
べ

 栞
し お り

子ちゃん
（沼辺北）

小
こ

林
ばやし

 未
み

來
く

ちゃん

（寄井）

北
きた

嶋
じま

 笑
え み か

光ちゃん
（本郷）

菊
きく

池
ち

 汰
たい

芽
が

くん

（沼辺北）

小
お

山
やま

 弥
み

陸
ろく

ちゃん

（石生）

山
やま

口
ぐち

 莉
り

奈
な

ちゃん

（沼辺北）


